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海
外
に
事
業
を
展
開
す
る
際
に
、
ど
こ
の
国
や
地
域

で
あ
っ
て
も
「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
関
係
的
資

源
（
注
1
）
を
活
か
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
し
て
や
儒

教
的
な
伝
統
が
色
濃
く
残
る
ア
ジ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
は
、

現
地
の
人
脈
網
（
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、

関
係
H

グ
ア
ン
シ
l
）
の
活
用
は
よ
り
い
っ
そ
う
重
要
で
あ
る
。

過
去
叩
年
、
中
小
企
業
の
海
外
事
業
展
開
の
地
理
的
な

範
囲
は
、
中
国
中
心
か
ら

A
S
E
A
N
や
イ
ン
ド
な
ど
ア

ジ
ア
全
域
へ
と
拡
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
は
、

ア
ジ
ア
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

変
わ
る
ア
ジ
ア
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
海
外
で
の
事
業

展
開
に
活
か
す
た
め
に
は
、

ア
ジ
ア
の
人
脈
網
の
底
辺
に

流
れ
て
い
る
不
変
な
要
素
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
と

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

の
靖之
3ι 

化
を
踏
ま
え
て
、

日
本
の
中
小
企
業
は
現
地
で
人
的
ネ
ツ

ト
ワ
l
ク
を
構
築
し
、
活
用
す
る
企
業
能
力
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、

ア
ジ
ア
の
人
的
ネ
ツ

ト
ワ
l
ク
の
変
化
を
概
観
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

要
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
や
地
域
が
増
え
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
海
外
進
出
も
、
従
来
の

生
産
拠
点
型
投
資
か
ら
現
地
市
場
開
拓
を
目
的
と
し
た
事

業
展
開
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

現
地
市
場
を
開
拓
し
、
浸
透
し
て
い
く
た
め
に
は
現
地

で
の
販
売
網
が
必
要
と
な
る
。
独
資
に
よ
る
独
自
の
流
通

チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
容
易
で
な
く
、

現
地
需
要
の
急
増
に
追
い
付
か
な
い
時
間
の
か
か
る
戦
略

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
販
売
網
、
営
業
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を

も
つ
現
地
企
業
と
の
合
弁
や
提
携
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

不
易
と
変
化

現
地
企
業
と
緊
密
な
関
係
を
構
築
し
、
ま
た
、

ロ
l
カ

ル
の
優
秀
な
人
材
を
活
か
す
た
め
に
は
、

ア
ジ
ア
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
底
辺
に
流
れ
て
い
る
不
変
な
要
素
、
そ

し
て
、

グ
ロ

ー
バ
ル
化
時
代
と

I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
革
新
に
よ
る
変
化
、
い
わ
ゆ
る
「
不
易
流
行
」

の
両

面
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
人
的
、
不
ツ
ト
ワ
l
ク
と
は
企

業
家
が
有
す
る
人
脈
網
と
限
定
し
て
み
る
と
理
解
し
や
す

ぃ
。
伝
統
的
な
儒
教
社
会
で
は
、

血
縁
関
係
は
も
っ
と
も

基
本
的
な
核
と
な
る
。
そ
の
延
長
線
上
で
同
じ
名
字
を
も

っ
氏
族
、
同
じ
出
身
地
で
の
地
縁
、
さ
ら
に
「
血
縁
」
と

「地
縁
」
を
ベ

l
ス
に
形
成
さ
れ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
の
人

脈
網
も
外
部
か
ら
観
察
し
う
る
「
業
縁
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。

う
関
係
的
資
源
の
取
り
込
み
と
活
用
の
際
に
、

日
本
企
業

つ
い
て
も
指
摘
し
た
い
。

が
持
つ
べ
き
行
動
の
指
針
と
陥
り
や
す
い

ノ落
し
穴〆

ア
ジ
ア
広
域
ヘ
拡
大
す
る

中
小
企
業
の
海
外
事
業

2
0
0
5年
頃
か
ら
、
大
企
業
は
海
外
へ
の
新
規
投
資

先
を
中
国
偏
重
か
ら

A
S
E
A
N
や
他
の
国

・
地
域
へ
シ

速
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、

フ
ト
し
始
め
た
。
中
国
の
労
働
賃
金
の
上
昇
や
経
済
の
減

日
年
以
降
、
中
小
企
業

よ
う
に
な

っ
た
。

も
中
国
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
や
地
域
へ
事
業
を
展
開
す
る

図
ー
の
よ
う
な
企
業
規
模
別
の
海
外
現
地
法
人
の
国

地
域
別
構
成
の
推
移
を
み
る
と
、
中
小
企
業
の
新
規
海
外

投
資
先
が

A
S
E
A
N
中
心
に
な

っ
た
こ
と
は
、
非
常
に

鮮
明
に
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

2
0
1
5
年
調
査

（
注
互
に
よ
れ
ば
、
海
外
進
出
を
し
て

い
る
と
回
答
し
た
中
小
企
業
の
う
ち
7
割
が
す
で
に
中
国

「
血
縁
」
、
「
地
縁
」
や
「
業
縁
」
を
媒
介
と
す
る
個
人

グ
ア
ン
シ

l
）

聞
の
信
頼
関
係
に
よ
る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
な
い
し
関
係

（H

に
基
づ
い
た
人
的
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

ム
l
ズ
、
柔
軟
に

関
係
的
資
源
は
、
売
買
や
融
資
な
ど
の
商
取
引
を
よ
り
ス

か
つ
長
期
的
に
支

え
て
い
る
。
歴
史

的
に
祖
国
の
出
身

地
や
居
住
地
を
離

れ
、
遠
い
異
郷
で

あ
る
ア
ジ
ア
広
域

へ
と
拡
散
し
た
華

人
・
華
僑
の
重
層

的
で
錯
綜
し
た
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
今
日
の
ア
ジ
ア

に
お
い
て
ピ
ジ
ネ

ス
の
底
辺
に
あ
り
、

不
易
な
も
の
と
し

て
流
れ
て
い
る
。

法
律
に
基
づ
く

公
式
的
な
契
約
制

度
に
支
え
ら
れ
る

近
代
社
会
に
お
い

て
、
組
織
図
や
権

限
規
定
、
公
式
コ

ミ
ユ
ニ
ケ

l
シ
ヨ

企業規模別の海外現地法人の国 ・地域別構成の推移図1
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1990年神戸大学大学院経営学研究

科博士後期課程修了、商学博士。

1990年より神戸大学助手、小樽商
科大学助教授、神戸大学助教授を経

て2003年より現職。

神戸大学アジア総合学術センタ一副

センター長、中国事務所長。

専攻はグローバル・マーケテイング、
流通システム論。

主な著作としては、『新興市場戦略

論j、『中国 ・アセアン経済関係の新

展開J（共著）やf人生を変えるMBAJ
（編著）有斐閣、2015年など。

に
進
出
し
て
い
る
が
、

ア
ジ
ア
で
は
、

今
ノ
J
t
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
、
韓
国
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
l

ル
に
進
出
し
た
企
業
も
多
い
。
今
後
、
進
出
予
定
の
国
や

地
域
と
し
て
ミ

ャ
ン
マ
ー
や
イ
ン
ド
も
浮
上
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
中
小
企
業
は
海
外
事
業
を
ア
ジ
ア
全
域

に
拡
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

取
引
先
の
大
企
業
の
ア
ジ
ア
全
域
へ
の
事
業
展
開
が
、

中
小
企
業
の
海
外
事
業
の
地
理
的
範
囲
を
拡
大
さ
せ
た
重

要
な

一
因
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
投
資
先
が
新
規
の

国
や
地
域
に
拡
が

っ
た
最
大
の
理
由
は
、
現
地
市
場
の
需

ン
に
表
さ
れ
る
短
期
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
可
能
な
組
織
運

営
や
商
取
引
は
、
オ
モ
テ
と
な
る
明
文
的
な
関
係
が
重
要

祝
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
的
な
契
約
関
係
に
基
づ
く

公
式
の
組
織
で
は
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
計
画
的
な

13 
（年｝

資料 経済産業省「平成26年海外事業活動基本調査」再編加工
（注） 1.「海外現地法人」とは、 子会社と孫会社を総称したものをいう。「子会社」とは、日本官ill出資比率合計が10%以
上の外国法人をいう。
また、 「孫会社」とは、日本側出資比率合計が50%起の子会社が50%起の出資を行っている外国法人、 及び日
本側親会社の出資と日本側出資比率合引が50%~誼の子会社の出資合計が50% ~査の外国法人をい う 。
2.医｜内本社企業が、中小企業基本法に定義する大企業、中小企業として判定された企業をそれぞれ集計している。

出所 刊：小企業白初2016年jp.177 
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